
ド
イ
ツ
旧
約
款
規
制
法
制
定
以
前
に
お
け
る
連
邦
裁
判
所
の
約
款
規
制
法
理
に
つ
い
て

一
）

｜
｜
内
容
規
制
の
法
理
論
的
基
礎
の
検
討
に
向
け
て
｜
｜

原

田

昌

和

第
一
章

は

じ

め

に

第
二
章

独
占
濫
用
理
論
お
よ
び
信
義
則
に
基
づ
く
条
項
援
用
制
限
法
理
の
形
成
と
展
開
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章

連
邦
裁
判
所
の
約
款
規
制
法
理
の
展
開

第
四
章

検
討
｜
｜
ま
と
め
に
か
え
て
｜
｜

第
一
章

は

じ

め

に

一

契
約
内
容
を
規
制
す
る
立
法
と
し
て
、
消
費
者
契
約
法
が
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
か
ら
そ
の
施
行
を
み
て

１
）

い
る
。
同
法
は
、
消

費
者
と
事
業
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
に
包
括
的
に
網
を
か
ぶ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
契
約
締
結

過
程
で
の
欺
瞞
的
あ
る
い
は
威
圧
的
な
勧
誘
行
為
に
対
す
る
規
制
と
不
当
条
項
に
対
す
る
規
制
と
を
定
め
て

２
）

い
る
。
本
法
に
よ
り
、
消

費
者
と
事
業
者
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
中
の
不
当
条
項
に
対
し
て
立
法
的
な
規
制
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
消
費
者
契
約
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
約
款
を
含
む
付
随
的
契
約
条
項
一
般
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

改丁
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付
随
的
契
約
条
項
に
対
す
る
内
容
規
制
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
情
報
・
交
渉
力
・
判
断
力
と
い
っ
た
、
相
当
な
利
益
調
整
を

生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
、
事
業
者
に
対
す
る
能
力
や
力
の

３
）

格
差
に
着
目
し
、
消
費
者
対
事
業
者
間
の
契
約
に
固
有
の
ル
ー
ル
を
適
用
し

よ
う
と
す
る
「
消
費
者
ア
プ
ロ

４
）

ー
チ
」、
画
一
的
な
契
約
処
理
の
た
め
に
予
定
さ
れ
た
定
型
的
契
約
条
件
で
あ
る
「
約
款
」
に
は
不
公

正
な
契
約
を
生
み
出
す
諸
要
素
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
介
入
指
標
と
す
べ
き
と
す
る
「
約
款
ア
プ
ロ

５
）

ー
チ
」、
介
入
指

標
と
し
て
決
定
的
な
の
は
契
約
当
事
者
間
の
交
渉
力
の
格
差
（
知
的
な
い
し
経
済
的
交
渉
力
格
差
）
で
あ
っ
て
、
約
款
に
よ
る
契
約
条
件

か
否
か
の
区
別
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
諸
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
「
交
渉
力
ア
プ
ロ

６
）

ー
チ
」
が
つ
と
に
主
張
さ
れ
て

７
）

い
る
。
ま
ず
、
約
款
規
制
の
思
想
が
、
消
費
者
保
護
の
思
想
と
単
純
に
同
一
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
約
款
ア
プ
ロ
ー

チ
と
消
費
者
ア
プ
ロ
ー
チ
と
が
相
違
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
約
款
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
約

款
設
定
者
の
優
位
は
、
能
力
や
力
の
格
差
と
は
必
ず
し
も
関
係
な
く
、
約
款
の
使
用
と
い
う
状
況
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
も
の
だ

か
ら
で

８
）

あ
る
。
約
款
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
事
業
者
間
取
引
も
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
消
費
者
契
約
法
は
、
意
識

的
に
「
約
款
」
と
い
う
言
葉
を
排
除
し
た
た
め
に
、
事
業
者
間
で
用
い
ら
れ
る
約
款
は
規
制
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

９
）

い
る
。
し
た

が
っ
て
、
事
業
者
間
で
用
い
ら
れ
る
約
款
に
対
す
る
内
容
規
制
は
、
民
法
九
〇
条
な
ど
の
一
般
条
項
を
介
し
た
司
法
的
規
制
に
よ
る
ほ

か

10
）

な
い
。
他
方
、
約
款
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
、
旧
約
款
規
制
法
（
現
ド
イ
ツ
民
法
三
〇
五
条
以
下
）
を
有
す
る
ド
イ
ツ
で
は
、
約
款

ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界
が
意
識
さ
れ
、
司
法
的
内
容
規
制
を
一
般
契
約
法
に
内
在
化
し
よ
う
と
す
る
理
論
的
傾
向
も
生
じ
て

11
）

い
る
。
ま

た
、
交
渉
力
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
は
、「
交
渉
力
」
は
あ
ら
ゆ
る
契
約
当
事
者
間
で
問
題
に
な
り
う
る
も
の
で
、
そ
の
性
質
上
す
べ

て
の
個
別
事
情
の
総
合
判
断
に
よ
ら
ざ
る
を
え
ず
、
ル
ー
ル
化
に
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
っ
た
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て

12
）

い
る
。

契
約
内
容
へ
の
司
法
的
介
入
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
、
消
費
者
契
約
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
法
律
行
為
法

上
の
財
産
分
配
の
基
礎
は
当
事
者
意
思
に
あ
り
、
当
事
者
意
思
が
法
律
行
為
規
範
の
内
容
を
決
定
し
、
そ
の
拘
束
力
を
基
礎
づ
け
る
。

消
費
者
契
約
法
八
条
以
下
の
内
容
規
制
規
定
は
、
条
項
の
無
効
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
事
者
意
思
に
基
づ
く
財
産
分
配
の
否
定
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を
意
味
す
る
。
こ
の
財
産
分
配
否
定
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
、
国
民
生
活
審
議
会
第
一
六
次
報

13
）

告
書
は
以
下
の
よ
う
な
認
識
に
立
つ
。

す
な
わ
ち
、「
消
費
者
取
引
に
お
い
て
も
、
契
約
当
事
者
の
一
方
で
あ
る
事
業
者
が
、
大
量
取
引
を
迅
速
か
つ
画
一
的
に
処
理
し
な
が

ら
安
定
し
た
契
約
を
確
保
す
る
た
め
に
、
そ
の
契
約
に
お
い
て
種
々
の
権
利
を
留
保
し
た
り
、
相
手
方
の
権
利
を
制
限
す
る
な
ど
自
己

に
一
方
的
に
有
利
な
契
約
を
な
す
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
あ
」
り
、「
こ
の
こ
と
が
、
一
般
に
消
費
者
が
取
引
経
験
や
法
律
知
識
に
欠

け
て
い
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
主
な
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
」。
右
報
告
書
は
こ
こ
か
ら
、「
事
業
者
が
自

己
に
一
方
的
に
有
利
に
契
約
条
項
を
定
め
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
が
公
序
良
俗
（
民
法
九
〇
条
）
に
反
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、

当
該
契
約
条
項
の
適
用
が
消
費
者
に
不
測
の
損
害
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
事
業
者
が
、
契
約
内

容
を
形
成
す
る
過
程
で
不
利
な
立
場
に
あ
る
消
費
者
の
利
益
に
つ
い
て
適
切
に
配
慮
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
は
、
信
義
則
（
民
法
一
条

二
項
）
の
要
請
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
、「
事
業
者
の
定
め
る
契
約
条
項
が
、
消
費
者
取
引
の
信
義
則
に
照
ら
し
て
、
消
費
者
に

不
当
に
不
利
益
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
効
力
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
」
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
消
費
者

と
事
業
者
と
の
取
引
経
験
や
法
律
知
識
の
差
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
が
事
前
に
一
方
的
に
契
約
条
項
を
作
成
す
る
と
い
う
状
況
的
要
素

も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
立
法
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
的
要
素
は
介
入
指
標
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
財
産
分
配
否
定
の
理
論
的
基
礎
が
、
事
業
者
は
消
費
者
の
同
意
を
得
て
も
な
お
、
消
費
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
こ
と

と
な
る
条
項
を
合
意
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
事
業
者
が
事
前
に
一
方
的
に
契
約
条
項
を
作
成
す
る
と

い
う
状
況
の
下
で
は
、
事
業
者
は
、
消
費
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
こ
と
と
な
る
条
項
を
合
意
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
る

の
か
が
不
明
確
に
な
っ
て

14
）

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
一
般
条
項
を
介
し
た
司
法
的
内
容
規
制
の
際
に
、
消
費
者
契
約
法
の
趣

旨
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
や
は
り
司
法
的
内
容
規
制
の
理
論
的
基
礎
が
問
題
と
な
っ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
消
費
者
契
約
法
制

定
後
も
、
依
然
と
し
て
、
付
随
的
条
項
に
対
す
る
司
法
的
内
容
規
制
の
理
論
的
基
礎
を
検
討
す
べ
き
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。
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二

本
稿
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
付
随
的
条
項
に
対
す
る
司
法
的
内
容
規
制
の
理
論
的
基
礎
を
検
討
す
る
準
備
作
業
と
し
て
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
約
款
規
制
法
制
定
以
前
の
連
邦
裁
判
所
に
よ
る
約
款
規
制
法
理
の
形
成
過
程
を
追
い
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
す
で
に
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
時
代
か
ら
約
款
規
制
法
理
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
同
裁
判
所
は
、

ド
イ
ツ
民
法
一
三

15
）

八
条
に
基
づ
く
条
項
無
効
化
法
理
（
独
占
濫
用
理
論
）
と
ド
イ
ツ
民
法
二
四

16
）

二
条
に
基
づ
く
条
項
の
援
用
制
限
法
理

の
二
本
立
て
の
規
制
を
行
っ
た
。
連
邦
裁
判
所
も
当
初
は
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
の
、
次
第
に
そ
こ
か
ら
離
れ
、
二
四
二
条
に
基
づ
く

条
項
無
効
化
法
理
を
完
成
し
、
こ
れ
が
最
終
的
に
旧
約
款
規
制
法
制
定
へ
と
結
実
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ラ

イ
ヒ
裁
判
所
に
よ
る
二
本
立
て
の
規
制
、
と
り
わ
け
独
占
濫
用
理
論
は
、
決
し
て
理
論
そ
の
も
の
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、
法
律
行
為
の
内
容
的
限
界
と
し
て
良
俗
違
反
規
定
を
置
く
民
法
の
体
系
に
は
む
し
ろ
整
合
的
と
見
る
こ
と
も
で
き
、
か
つ
、

一
三
八
条
二
項
の
暴
利
構
成
要
件
の
基
礎
に
あ
る
価
値
評
価
に
即
し
て
要
件
が
立
て
ら
れ
て
い
る
点
で
一
三
八
条
一
項
の
解
釈
論
と
し

て
は
適
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
信
義
則
に
基
づ
く
条
項
無
効
化
法
理
に
と
っ
て
代
わ

ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
契
約
内
容
へ
の
司
法
的
規
制
の
理
論
的
基
礎
、
要
件
、
効
果
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

の
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
問
題
関
心
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
存
在
し
、
そ
の
内
容
規
制
の
理
論
的
基
礎

に
つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

17
）

る
が
、
本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
検
討
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

ド
イ
ツ
法
を
取
り
上
げ
る
理
由
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
付
随
的
契
約
条
項
規
制
論
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
参
考
に
進
め
ら
れ
た

部
分
も
多
い
。
ま
た
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
が
、
契
約
自
由
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
独
占
濫
用
理
論
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
が
連
邦
裁
判
所

に
お
け
る
信
義
則
に
基
づ
く
条
項
無
効
化
法
理
へ
と
変
遷
し
て
い
く
過
程
を
追
う
こ
と
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
条
項
無
効
化
規
範

の
意
味
は
、
契
約
自
由
等
の
諸
原
理
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
参
考
に
な
る
点
が

多
い
。
消
費
者
契
約
法
が
適
用
さ
れ
な
い
場
面
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
司
法
的
内
容
規
制
の
今
後
の
方
向
性
を
検
討
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す
る
上
で
は
、
旧
約
款
規
制
法
制
定
以
前
に
お
け
る
連
邦
裁
判
所
に
よ
る
契
約
内
容
規
制
の
理
論
的
基
礎
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
重
要

な
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
約
款
規
制
の
理
論
的
基
礎
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
以
前
よ
り
多
数
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
す
べ
て
を
一
度
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
筆
者
の
力
量
で
は
到
底
な
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
わ
が
国
に
お
け

る
付
随
的
条
項
に
対
す
る
司
法
的
内
容
規
制
の
理
論
的
基
礎
を
検
討
す
る
準
備
作
業
と
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
裁
判
所
の
内
容
規
制
法
理

の
理
解
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
の
提
示
に
努
め
、
諸
学
説
の
検
討
は
別
稿
を
期
し

18
）

た
い
。

三

以
下
で
は
、
ま
ず
第
二
章
で
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
約
款
規
制
法
理
を
概
観
し
た
後
、
第
三
章
に
お
い
て
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
信

義
則
（
ド
イ
ツ
民
法
二
四
二
条
）
に
基
づ
く
約
款
規
制
法
理
の
形
成
過
程
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
第
四
章
に
お
い
て
、
以
上
に
見
た

と
こ
ろ
を
総
括
し
、
旧
約
款
規
制
法
制
定
前
に
お
け
る
連
邦
裁
判
所
の
約
款
規
制
法
理
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。

１
）

消
費
者
法
な
い
し
消
費
者
契
約
法
に
関
す
る
文
献
に
は
多
数
の
も
の
が
あ
る
。
近
時
の
も
の
と
し
て
は
、
岩
村
正
彦
他
編
『
岩
波
講
座

現
代
の
法
13

消
費
生
活

と
法
』（
一
九
九
七
年
）、
落
合
誠
一
『
消
費
者
契
約
法
』（
二
〇
〇
一
年
）、
山
本
豊
監
修
『
消
費
者
契
約
紛
争
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
二
〇
〇
一
年
）、
日
本
弁
護
士
連
合
会

消
費
者
問
題
対
策
委
員
会
編
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
消
費
者
契
約
法
』（
二
〇
〇
一
年
）、
後
藤
巻
則
『
消
費
者
契
約
の
法
理
論
』（
二
〇
〇
二
年
）、
大
村
敦
志
『
消
費
者
法

〔
第
２
版
〕』（
二
〇
〇
三
年
）、
内
閣
府
国
民
生
活
局
消
費
者
企
画
課
編
『
逐
条
解
説

消
費
者
契
約
法
〔
補
訂
版
〕』（
二
〇
〇
三
年
）、
日
本
弁
護
士
連
合
会
編
『
消
費

者
法
講
義
』（
二
〇
〇
四
年
）、
後
藤
巻
則
・
村
千
鶴
子
・
齋
藤
雅
弘
『
ア
ク
セ
ス
消
費
者
法
』（
二
〇
〇
五
年
）、
長
尾
治
助
編
『
レ
ク
チ
ャ
ー
消
費
者
法
〔
第
３
版
〕』

（
二
〇
〇
六
年
）、
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
）

さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
改
正
に
よ
り
適
格
消
費
者
団
体
に
よ
る
差
止
訴
訟
制
度
が
設
け
ら
れ
た
（
二
〇
〇
七
年
六
月
七
日
施
行
予
定
）。

３
）

消
費
者
と
事
業
者
の
間
の
構
造
的
格
差
に
つ
い
て
は
、
大
村
敦
志
『
消
費
者
・
家
族
と
法
』
三
頁
以
下
（
一
九
九
九
年
、
該
当
部
分
の
初
出
は
一
九
九
一
年
）
が
詳

細
に
検
討
し
て
い
る
。
同
前
掲
『
消
費
者
法
〔
第
２
版
〕』
二
〇
頁
以
下
も
参
照
。

４
）

不
公
正
な
契
約
へ
の
対
処
と
し
て
立
法
を
行
っ
た
諸
国
の
う
ち
、
約
款
規
制
法
で
は
な
く
（
あ
る
い
は
そ
れ
と
合
わ
せ
て
）
消
費
者
保
護
の
立
法
を
行
っ
た
国
は
少

な
く
な
い
が
、
そ
こ
に
は
「
消
費
者
」
で
あ
る
こ
と
を
介
入
指
標
と
し
て
規
制
を
行
っ
た
方
が
よ
い
と
の
考
え
が
認
め
ら
れ
る
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
各
国
の
法
制
を

分
類
比
較
す
る
文
献
と
し
て
、
広
瀬
久
和
「
附
合
契
約
と
普
通
契
約
約
款
」
芦
部
信
喜
他
編
『
岩
波
講
座

基
本
法
学
４
｜
契
約
』
三
一
三
頁
以
下
（
一
九
八
三
年
）
を
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参
照
。

５
）

河
上
正
二
『
約
款
規
制
の
法
理
』
四
二
九
頁
以
下
（
一
九
八
八
年
、
以
下
『
法
理
』
と
略
称
す
る
）、
同
「
契
約
の
成
否
と
同
意
の
範
囲
に
つ
い
て
の
序
論
的
考
察

（
３
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
四
七
一
号
三
四
頁
以
下
（
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。
も
っ
と
も
、
約
款
の
概
念
が
、
考
察
目
的
・
規
制
目
的
と
の
関
係
で
画
一
的
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と

に
つ
い
て
、
谷
川
久
「
約
款
論
」
鈴
木
祿
弥
編
『
新
版
・
注
釈
民
法

債
権
⑻
』
二
六
三
頁
以
下
（
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
約
款
概
念
の
個
別
要
素
を
詳
細
に

検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
河
上
『
法
理
』
一
二
五
頁
以
下
を
参
照
。

６
）

山
本
豊
『
不
当
条
項
規
制
と
自
己
責
任
・
契
約
正
義
』
七
四
頁
以
下
（
一
九
九
七
年
、
該
当
部
分
の
初
出
は
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。

７
）

各
種
ア
プ
ロ
ー
チ
の
整
理
検
討
と
し
て
は
、
山
本
豊
「
契
約
の
内
容
規
制
」
山
本
敬
三
他
著
『
債
権
法
改
正
の
方
向
と
課
題
｜
｜
民
法
一
〇
〇
周
年
を
契
機
と
し
て

｜
｜
』
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
一
号
七
五
頁
以
下
（
一
九
九
八
年
）、
河
上
正
二
「
総
論
」
河
上
正
二
他
著
『
消
費
者
契
約
法
｜
｜
立
法
へ
の
課
題
｜
｜
』
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
四
号

一
二
頁
以
下
（
一
九
九
九
年
）
が
詳
細
で
あ
る
。

８
）

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
ケ
ス
タ
ー
（C
o
ester,

S
ta
u
d
in
g
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
13.A

u
fl.,

1998,
9
A
G
B
G
 
R
n
. 2（

S
. 205））

は

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
約
款
使
用
者
は
時
間
の
制
約
な
し
に
、
し
か
も
通
常
は
法
的
助
言
を
受
け
て
み
ず
か
ら
の
意
向
を
条
項
に
表
現
で
き
る
の
に
対
し
て
、
相
手
方

は
、
具
体
的
な
締
結
状
況
と
い
う
圧
迫
の
も
と
に
あ
り
、
約
款
を
読
み
理
解
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
り
、
印
刷
物
の
外
見
上
の
権
威
に
容
易
に
屈
し
、
約
款
を
読
み
変
更

を
求
め
る
こ
と
を
｜
｜
そ
の
よ
う
な
努
力
は
主
観
的
だ
け
で
な
く
、
客
観
的
に
も
見
合
う
も
の
で
は
な
い
た
め
に
｜
｜
放
棄
し
て
し
ま
う
、
と
。

９
）

河
上
「
総
論
」（
前
掲
注
（
７
））
一
四
頁
は
、「『
消
費
者
契
約
法
』
が
、
適
用
対
象
を
『
消
費
者
取
引
』
に
か
ぎ
っ
た
の
は
、
契
約
締
結
過
程
と
条
項
内
容
規
制
に

関
す
る
規
定
を
一
本
の
法
律
の
な
か
に
お
さ
め
る
上
で
の
便
宜
以
上
の
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
。

10
）

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
、
旧
約
款
規
制
法
は
二
〇
〇
二
年
債
務
法
現
代
化
法
に
よ
り
民
法
典
へ
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
労
働
契
約
に
も
、
ド
イ
ツ
民
法
新
三

〇
五
条
以
下
の
内
容
規
制
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
同
新
三
一
〇
条
四
項
。V

g
l.
B
A
G
,
U
rt.v

. 25.
5.
2005,

N
JW

2005,
3305;

R
eim

,
Ju
S
2006,

120

）。
わ
が
国
の
消
費
者
契
約
法
四
八
条
（
旧
一
二
条
）
は
労
働
契
約
を
適
用
対
象
外
と
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
労
働
契
約
に
対
す
る
内
容
規
制
が
必
要
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
規
制
は
一
般
条
項
を
介
し
た
司
法
的
規
制
に
よ
る
ほ
か
な
い
。
な
お
、
消
費
者
契
約
法
四
八
条
（
旧
一
二
条
）
に
つ
い
て
は
、
労
働

契
約
も
消
費
者
契
約
に
含
ま
れ
る
と
し
た
上
で
、
創
設
的
規
定
と
し
て
適
用
除
外
を
定
め
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
落
合
・
前
掲
書
〔
注
（
１
）〕
一
六
八
頁
、
山

本
豊
「
消
費
者
契
約
法
（
１
）」
法
学
教
室
二
四
一
号
八
二
頁
〔
二
〇
〇
〇
年
〕）。
ま
た
、
大
内
伸
哉
「
労
働
法
と
消
費
者
契
約
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
〇
号
九
〇
頁

（
二
〇
〇
一
年
）
も
参
照
。

ド
イ
ツ
民
法
新
三
一
〇
条
四
項

本
章
は
、
相
続
法
、
家
族
法
お
よ
び
会
社
法
の
領
域
の
契
約
な
ら
び
に
労
働
協
約
、
営
業
お
よ
び
雇
用
上
の
合
意
に
は
適
用
さ
れ

な
い
。
労
働
契
約
へ
の
適
用
に
際
し
て
は
、
労
働
法
に
お
い
て
妥
当
す
る
特
殊
性
が
適
切
に
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る；

三
〇
五
条
二
項
お
よ
び
三
項
は
適
用
さ
れ
る
べ

き
で
な
い
。
労
働
協
約
、
営
業
お
よ
び
雇
用
上
の
合
意
は
、
三
〇
七
条
三
項
の
意
味
で
の
法
規
定
と
同
視
さ
れ
る
。

旧
ド
イ
ツ
約
款
規
制
法
二
三
条
一
項

本
法
は
、
労
働
法
、
相
続
法
、
家
族
法
お
よ
び
会
社
法
の
領
域
の
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

11
）

F
a
strich

,
R
ich

terlich
e In

h
a
ltsk

o
n
tro

lle im
 
P
riv
a
trech

t,
1992,

S
. 55

ff.

藤
田
貴
宏
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
的
内
容
規
制
の
一
展
開
｜
｜
内
容
規
制
論

の
一
般
契
約
法
へ
の
統
合
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
早
稲
田
法
学
会
誌
四
七
巻
二
〇
五
頁
（
一
九
九
七
年
）。
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12
）

河
上
「
総
論
」（
前
掲
注
（
７
））
一
三
頁
。

13
）

h
ttp
: //w

p
.ca
o
.g
o
.jp
/zen

b
u
n
/k
o
k
u
seish

in
/sp

c 16/h
o
u
k
o
k
u
 
c /sp

c 16-h
o
u
k
o
k
u
 
c -co

n
ten

ts.h
tm
l

14
）

消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
で
個
別
的
に
交
渉
さ
れ
た
条
項
も
消
費
者
契
約
法
に
よ
る
不
当
条
項
規
制
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
点
と

無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
論
点
に
つ
き
山
本
敬
三
『
民
法
講
義
Ⅰ

総
則
﹇
第
２
版
﹈』
二
七
八
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

15
）

ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条

①

善
良
の
風
俗
に
反
す
る
法
律
行
為
は
無
効
で
あ
る
。

②

特
に
、
相
手
方
の
強
制
状
態
、
無
経
験
、
判
断
力
の
欠
如
ま
た
は
重
大
な
意
思
薄
弱
を
利
用
し
て
、
あ
る
給
付
に
対
し
自
己
ま
た
は
第
三
者
に
財
産
的
利
益
を
約

束
ま
た
は
提
供
さ
せ
る
法
律
行
為
は
、
そ
の
財
産
的
利
益
が
給
付
に
対
し
て
著
し
い
不
均
衡
に
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
無
効
と
す
る
。

な
お
、
一
九
七
六
年
改
正
前
は
、
二
項
は
、「
相
手
方
の
窮
迫
、
軽
率
ま
た
は
無
経
験
を
利
用
し
て
」
で
あ
っ
た
。

16
）

ド
イ
ツ
民
法
二
四
二
条

債
務
者
は
、
取
引
の
慣
行
を
考
慮
し
信
義
誠
実
の
要
求
に
従
っ
て
、
給
付
を
行
う
義
務
を
負
う
。

17
）

河
上
『
法
理
』
三
一
八
頁
以
下
。

18
）

な
お
、
約
款
の
拘
束
力
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
内
容
規
制
の
理
論
的
基
礎
と
も
関
係
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
約
款
を
当
事
者
間
の
契
約
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
に
立
つ
と
き
は
、
そ
の
内
容
規
制
も
ま
た
、
一
般
の
契
約
に
対
す
る
内
容
規
制
と
し
て
（
少
な
く
と
も
そ
れ
と

関
連
付
け
て
）
検
討
さ
れ
る
の
に
対
し
、
約
款
を
一
種
の
法
規
範
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
に
立
つ
と
き
は
、
そ
の
内
容
規
制
も
ま
た
、
法
規
範
に
対
す
る
内
容
規
制
と
し

て
の
位
置
づ
け
が
検
討
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
諸
説
の
比
較
検
討
と
し
て
、v

g
l.
F
a
strich

,a
.a
.O
. (F

n
. 11),S

. 29
ff.

ま
た
、
吉
川
吉
衛
「
普
通
取
引
約
款
の
基

本
理
論
（
１
）
｜
｜
現
代
保
険
約
款
を
一
つ
の
典
型
と
し
て
｜
｜
」
保
険
学
雑
誌
四
八
一
号
二
二
頁
以
下
（
一
九
七
八
年
）
も
参
照
。

た
だ
、
ド
イ
ツ
判
例
の
立
場
は
、
第
二
次
大
戦
中
か
ら
戦
後
の
一
時
期
（R

G
,
U
rt.v

. 31. 1. 1941,
D
R
1941, 1210(1212

）
は
、
明
確
に
「
法
秩
序
」
と
い
う
表
現
を

用
い
て
注
目
さ
れ
た
）
を
除
け
ば
、
約
款
の
拘
束
力
の
根
拠
を
契
約
的
合
意
に
求
め
て
い
る
か
ら
（v

g
l.
B
G
H
,
U
rt.v

. 8. 3. 1955,
B
G
H
Z
17,

1(2)

）、
本
稿
で
も
、
約

款
を
当
事
者
間
の
契
約
で
あ
る
と
し
て
検
討
を
進
め
る
。
約
款
の
拘
束
力
の
問
題
に
つ
い
て
も
別
稿
を
期
し
た
い
。

第
二
章

独
占
濫
用
理
論
お
よ
び
信
義
則
に
基
づ
く
条
項
援
用
制
限
法
理
の
形
成
と
展
開

第
一
節

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
に
よ
る
独
占
濫
用
理
論
お
よ
び
条
項
援
用
制
限
法
理

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
約
款
中
の
不
当
条
項
規
制
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
に
よ
る
条
項
無
効
化
法
理
（
独
占
濫
用
理
論
）

と
ド
イ
ツ
民
法
二
四
二
条
に
よ
る
条
項
の
援
用
制
限
法
理
の
二
本
立
て
で
、
こ
れ
を
行
い
、
連
邦
裁
判
所
も
当
初
は
こ
れ
を
踏
襲
し
て
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い
た
。
次
章
に
お
い
て
信
義
則
に
基
づ
く
条
項
無
効
化
法
理
の
形
成
過
程
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
本
章
で
は
、
独
占
濫
用
理
論
お

よ
び
信
義
則
に
よ
る
援
用
制
限
法
理
の
形
成
と
展
開
の
様
子
を
概
観

19
）

す
る
。

一

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
に
お
け
る
独
占
濫
用
（
独
占
的
地
位
の
利
用
）
理
論
の
形
成
と
展
開

⑴

普
通
取
引
約
款
に
対
す
る
直
接
的
内
容
規
制
に
つ
い
て
、
良
俗
違
反
の
思
想
の
導
入
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
最
初
の
判
決

は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
八
年
二
月
一
一
日

20
）

判
決
で
あ
る
と
さ
れ
て

21
）

い
る
。

事
案
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
は
、
Ｙ
に
四
三
〇
樽
の
糖
蜜
を
輸
送
の
た
め
に
引
き
渡
し
た
。
輸
送
に
は
船
舶
が
使
わ
れ

た
が
、
橋
を
通
過
す
る
際
に
、
輸
送
船
が
砕
氷
船
に
衝
突
し
、
積
荷
と
共
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
は
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た

損
害
の
賠
償
を
Ｙ
に
求
め
た
。
Ｘ
の
主
張
は
、
輸
送
船
の
曳
き
船
の
操
縦
士
に
は
橋
を
通
過
す
る
際
に
過
失
が
あ
り
、
曳
き
船
の
所
有

者
で
あ
る
Ｙ
は
操
縦
士
の
過
失
に
つ
き
責
め
を
負
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ
は
以
下
の
よ
う
な
運
送
約
款
（
と

り
わ
け
②
）
を
援
用
し
て
、
賠
償
義
務
の
存
在
を
否
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
輸
送
の
た
め
に
引
き
渡
さ
れ
た
物
の
全
部
喪
失
、
欠
陥

ま
た
は
破
損
に
よ
っ
て
、
受
取
り
か
ら
引
渡
し
ま
で
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
運
送
人
は
責
任
を
負
う
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
運
送

人
、
船
舶
の
操
縦
士
ま
た
は
船
員
固
有
の
過
失
が
、
荷
送
人
ま
た
は
荷
受
人
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
う
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
、
②
運

送
人
は
海
損
事
件
に
お
い
て
、
運
送
人
、
運
送
人
の
従
業
員
ま
た
は
第
三
者
に
関
し
て
、
海
損
に
つ
い
て
の
責
任
を
特
別
な
合
意
に
従

っ
て
引
き
受
け
、
こ
れ
を
船
荷
証
券
上
に
明
示
的
に
記
載
す
る
と
き
に
の
み
責
任
を
負
う
。
地
裁
、
高
裁
と
も
に
請
求
棄
却
。
Ｘ
よ
り

上
告
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
右
契
約
条
項
の
法
的
有
効
性
が
一
般
的
法
命
題
に
基
づ
い
て
異
議
を

申
し
立
て
ら
れ
う
る
の
は
、
運
送
人
自
身
の
悪
意
ま
た
は
重
過
失
に
つ
い
て
責
任
が
排
除
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
輸
送
の
実
施
の
際
に
運
送
人
が
用
い
た
者
の
悪
意
お
よ
び
重
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
の
排
除
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
事
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例
に
お
い
て
、
運
送
人
が
良
俗
に
違
反
す
る
と
み
な
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
公
衆
に
対
し
て
、
彼
ら
の
利
益
を
他
の
方
法
で
擁
護
す

る
可
能
性
を
ま
っ
た
く
、
ま
た
は
か
な
り
困
難
な
条
件
下
で
し
か
与
え
な
い
場
合
、
も
し
く
は
、
特
別
な
諸
事
情
（
ア
メ
リ
カ
を
例
に

と
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ス
ト
等
の
企
業
連
合
の
形
成
）
の
結
果
と
し
て
、
運
送
人
の
要
求
に
従
う
こ
と
を
荷
送
人
が
強
制
さ
れ
る
場
合

に
は
、
運
送
人
の
責
任
制
限
に
良
俗
違
反
が
見
出
さ
れ
う
る
。

本
件
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
ま
っ
た
く
主
張
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
上
告
は
棄
却
さ
れ
た
。

⑵

こ
れ
に
続
き
、
は
じ
め
て
独
占
的
地
位
の
濫
用
の
法
理
（
独
占
濫
用
理
論
）
に
基
づ
い
て
約
款
条
項
を
無
効
と
し
た
の
が
、
ラ

イ
ヒ
裁
判
所
一
九
〇
六
年
一
月
八
日

22
）

判
決
で
あ
る
。

事
案
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
運
河
に
お
い
て
、
Ｘ
の
所
有
す
る
汽
船
が
、
Ｙ
（
国
）
の
所
有

す
る
浚
渫
船
と
、
浚
渫
船
の
乗
員
の
過
失
に
よ
り
衝
突
し
た
。
Ｘ
が
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
は
、

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
運
河
営
業
規
則
を
援
用
し
て
、
運
河
当
局
の
従
業
員
の
過
責
に
よ
る
す
べ
て
の
賠
償
義
務
を
拒
絶
し
た
。

同
規
則
に
よ
れ
ば
、
船
舶
が
運
河
内
に
お
い
て
、
双
方
の
停
泊
地
に
お
い
て
、
ま
た
は
運
河
に
あ
る
投
錨
地
に
お
い
て
被
っ
た
損
害
の

賠
償
に
つ
い
て
は
、
運
河
案
内
人
ま
た
は
運
河
当
局
の
そ
の
他
の
従
業
員
の
過
責
が
問
題
と
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
国
は
そ
の
賠
償

義
務
を
負
わ
な
い
、
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
運
河
当
局
が
、
運
河
の
使
用
を
、
市
民
法
上
の
諸
制
限
を
契
約
に
よ

っ
て
引
き
受
け
る
こ
と
、
と
く
に
法
に
お
い
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
請
求
権
を
契
約
に
よ
っ
て
放
棄
す
る
こ
と
に
か
か
ら
し
め
よ
う
と
す

る
場
合
、
こ
の
こ
と
は
、
公
的
な
水
上
交
通
と
し
て
一
般
取
引
に
奉
仕
す
べ
く
制
定
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
運
河
規
定
に
矛
盾
す

る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
行
動
に
は
、
良
俗
違
反
も
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
不
公
正
、
不
均
衡
な
犠
牲
を
一
般
取

引
に
負
担
さ
せ
た
り
、
不
公
正
か
つ
不
均
衡
な
諸
条
件
を
設
定
す
る
た
め
に
、
個
人
が
彼
に
事
実
上
帰
属
す
る
独
占
ま
た
は
競
争
可
能

性
の
排
除
を
濫
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
し
て
法
的
承
認
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
が
繰
り
返
し
主
張
し
て
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き
た
、
こ
の
よ
う
な
一
般
原
則
は
、
公
衆
に
と
っ
て
他
の
方
法
に
よ
っ
て
自
己
の
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
、
設
定
さ
れ
た
諸
条
件
に
服
従
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
場
合
に
、
制
定
法
に
基
づ
い
て
生
じ
る
責
任
を
契
約
に
よ
っ
て
排
除
す
る

こ
と
に
対
し
て
、
と
く
に
当
て
は
ま
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
は
、
乗
員
の
過
責
に
関
す
る
制
定
法
上
の
責
任
を
契
約
に
よ
っ
て
排
除

し
た
こ
と
を
援
用
で
き
な
い
。

⑶

こ
の
よ
う
に
独
占
濫
用
理
論
の
採
用
が
明
ら
か
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
諸
判
決
は
、
独
占
濫
用
の
意
義
を

以
下
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
る
。
ま
ず
、
①
独
占
が
個
々
の
事
業
者
に
帰
属
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
事
業
者
グ
ル
ー
プ
が
そ

の
提
携
に
よ
っ
て
独
占
を
獲
得
し
た
の
か
は
関
係
が

23
）

な
く
、
②
独
占
が
一
定
の
地
域
に
限
定
さ
れ
た
事
実
上
の
も
の
で
あ
っ
て
も
構
わ

24
）

な
い
。
ま
た
、
③
問
題
に
な
っ
て
い
る
事
業
者
の
絶
対
的
独
占
が
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
事
業
者
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を

形
成
し
て
お
り
、
取
引
上
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
者
が
、
そ
の
取
引
の
要
求
に
合
致
す
る
行
為
の
実
行
の
た
め

の
保
証
を
本
質
的
に
唯
一
提
供
し
て
お
り
、
か
つ
責
任
発
生
の
事
例
に
お
い
て
賠
償
要
求
に
応
じ
う
る
十
分
な
財
産
上
の
支
え
を
有
し

て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
取
引
界
の
特
定
範
囲
の
者
が
自
己
の
取
引
を
展
開
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
利
用
す
る
こ
と
を

頼
り
に
し
て
い
る
場
合
に
も
、
独
占
類
似
の
強
力
な
地
位
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
独
占
濫
用
理
論
の
適
用
が
可
能
で

25
）

あ
る
。

他
方
で
、
以
下
の
場
合
に
は
、
約
款
条
項
は
良
俗
違
反
と
な
ら
な
い
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
両
当
事
者
が
完
全
な
経

済
的
独
立
性
と
権
限
の
同
等
性
の
上
に
立
っ
て
契
約
を
締
結
し
た

26
）

場
合
、
②
他
に
代
替
手
段
が
あ
り
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
が
一
般
的

で
あ
る
た
め
に
、
当
該
手
段
の
利
用
に
つ
い
て
公
衆
の
強
制
状
態
が
存
在
す
る
と
は
い
え
な
い

27
）

場
合
、
③
当
該
普
通
取
引
約
款
が
、
関

係
諸
団
体
の
共
同
の
交
渉
と
合
意
に
基
づ
い
て
成
立
し
、
そ
の
妥
当
を
獲
得
し
て
い
る

28
）

場
合
、
で
あ
る
。

二

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
に
お
け
る
信
義
則
に
基
づ
く
援
用
制
限
法
理

⑴

以
上
の
独
占
濫
用
理
論
に
よ
る
条
項
の
無
効
化
と
並
ん
で
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
信
義
則
（
ド
イ
ツ
民
法
二
四
二
条
）
に
基
づ
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く
条
項
の
援
用
制
限
を
行
う
こ
と
で
、
結
論
の
妥
当
性
を
一
定
程
度
保
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
二
本
立
て
の
規
制
が
と
り
わ
け
明
瞭

に
判
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
一
九
四
一
年
八
月
一
四
日

29
）

判
決
を
紹
介
す
る
。

本
稿
と
の
関
係
で
事
案
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
合
成
樹
脂
を
原
料
と
す
る
新
型
の
ひ
げ
剃
り
ブ
ラ
シ
を
開

発
し
た
Ｘ
は
、
長
期
の
交
渉
の
後
、
製
造
業
者
Ｙ
と
の
間
で
、
一
〇
万
個
の
ひ
げ
剃
り
グ
リ
ッ
プ
お
よ
び
内
蔵
式
ク
リ
ー
ム
チ
ュ
ー
ブ

を
製
造
し
て
も
ら
う
契
約
を
締
結
し
た
。
納
入
期
日
に
つ
い
て
、
注
文
書
で
は
、
約
六
週
間
で
最
初
の
納
入
が
可
能
と
さ
れ
、
そ
れ
に

先
立
つ
申
込
書
で
は
、
ま
ず
工
具
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
四
か
ら
六
週
間
で
納
入
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
支
払
約
款
に
よ
る

と
、
Ｘ
は
即
時
に
プ
レ
ス
の
型
枠
の
た
め
に
前
払
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
確
認
書
に
お
い
て
、
Ｙ
の
売
買
約

款
が
指
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
、「
ど
の
よ
う
な
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
し
て
も
Ｙ
は
責
任
を
負
わ
な
い
。
納
入
の
遅
滞
を
理

由
と
す
る
損
害
賠
償
は
、
こ
れ
を
履
行
し
な
い
。
国
家
権
力
に
由
来
す
る
出
来
事
は
、
契
約
の
履
行
か
ら
、
全
部
ま
た
は
一
部
ま
た
は

そ
の
障
害
の
継
続
す
る
期
間
中
、
Ｙ
を
解
放
す
る
。
申
込
書
お
よ
び
確
認
書
に
お
け
る
納
入
期
日
は
、
単
に
お
お
よ
そ
の
変
更
可
能
な

も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
定
の
期
間
で
納
入
す
る
義
務
は
締
結
さ
れ
て
い
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
Ｘ
は
、

Ｙ
は
六
週
間
以
内
に
可
能
な
範
囲
で
納
入
す
る
義
務
を
負
う
旨
を
書
面
で
確
認
し
て
い
た
。
右
前
払
金
を
、
Ｘ
は
即
時
に
支
払
っ
た
。

Ｙ
は
、
型
枠
製
造
の
た
め
に
Ｂ
社
と
連
絡
を
取
っ
た
が
、
Ｙ
が
Ｂ
社
に
別
途
約
束
の
前
払
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
話
は

う
ま
く
い
か
ず
、
続
い
て
Ｇ
社
と
連
絡
を
取
っ
た
。
Ｇ
社
は
、
Ｘ
の
代
理
人
を
交
え
て
の
協
議
を
提
案
し
た
が
、
Ｘ
が
拒
絶
し
た
た

め
、
交
渉
は
滞
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
ド
イ
ツ
国
の
命
令
に
よ
り
、
未
形
成
の
合
成
樹
脂
が
徴

収
さ
れ
、
合
成
樹
脂
の
加
工
が
禁
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
は
、
右
売
買

約
款
を
援
用
し
て
、
支
払
を
拒
絶
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
責
任
排
除
の
許
容
性
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
七
六
条
二
項
（
現
二
七
六

条

30
）

三
項
）
や
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
に
よ
っ
て
広
く
制
限
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
民
法
二
四
二
条
も
そ
の
よ
う
な
諸
条
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件
の
主
張
を
妨
げ
う
る
。
Ｙ
の
供
給
約
款
は
、
供
給
の
遅
滞
を
理
由
と
す
る
責
任
を
完
全
に
一
義
的
に
、
か
つ
、
そ
れ
が
制
定
法
上
許

さ
れ
る
限
り
で
、
無
制
限
に
排
除
し
て
お
り
、
さ
ら
に
基
本
的
な
種
類
の
考
量
か
ら
は
こ
の
責
任
排
除
は
良
俗
違
反
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
の
た
め
、
Ｙ
に
よ
る
責
任
排
除
の
援
用
が
許
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
Ｙ
が
供
給
を
故
意
に
不
当
な
仕
方
で
遅
ら

せ
た
場
合
（
ド
イ
ツ
民
法
二
七
六
条
二
項
〔
現
二
七
六
条
三
項
〕）、
ま
た
は
、
免
責
条
項
の
主
張
が
事
案
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
信
義
誠

実
に
反
す
る
と
さ
れ
る
場
合
（
ド
イ
ツ
民
法
二
四
二
条
）
だ
け
で
あ
る
。
原
審
は
、
故
意
に
よ
る
供
給
の
遅
れ
を
詳
細
な
理
由
を
も
っ

て
否
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
は
別
に
、
免
責
条
項
の
主
張
が
事
案
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
信
義
誠
実
に
反
す
る
と
さ
れ
な
い
か
ど

う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｘ
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
は
、
Ｙ
は
Ｂ
社
に
型
枠
製
造
の
た
め
の
前
払
い
金
を
約
束
し
た
の

に
、
Ｂ
社
に
よ
る
再
三
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
払
わ
な
か
っ
た
た
め
、
Ｂ
社
が
契
約
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
が

型
枠
製
造
の
本
質
的
遅
滞
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
Ｘ
の
主
張
の
通
り
、
型
枠
製
造
の
た
め
に
す
で
に
Ｘ
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
前
払
金

を
Ｂ
社
に
支
払
う
こ
と
を
怠
る
正
当
な
理
由
も
な
し
に
、
Ｙ
が
Ｂ
社
に
対
し
て
契
約
信
義
に
反
す
る
行
動
を
故
意
に
し
た
と
い
う
事
情

が
存
在
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
Ｂ
社
に
対
す
る
故
意
の
契
約
違
反
の
当
然
の
結
果
を
Ｙ
が
Ｘ
に
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
信
義
誠

実
に
反
し
、
権
利
濫
用
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
審
理
さ
せ
る
た
め
に
、
遅
延
損
害
の
賠
償
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
限

り
で
、
原
審
判
決
を
破
棄
差
戻
し
と
す
る
。

⑵

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
で
は
、
良
俗
違
反
に
よ
る
条
項
の
無
効
化
と
並
ん
で
、
信
義
則
に
基
づ
く
条
項
の
援
用
制
限
を
行
う
と

い
う
、
二
本
立
て
の
規
制
が
と
り
わ
け
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
後
に
連
邦
裁
判
所
に
お
い
て
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
信
義
則
に
基
づ

く
条
項
無
効
化
法
理
と
比
較
す
る
と
、
と
り
わ
け
そ
の
当
て
は
め
に
お
い
て
明
確
な
よ
う
に
、
援
用
制
限
法
理
は
、
個
別
事
案
の
特
別

な
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
援
用
の
可
否
を
判
断
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
約
款
の
対
象
と
な
り
う
る
顧
客
層
の
利
益
を
一
般
的
に

判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
援
用
制
限
法
理
は
、
約
款
内
容
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
当
該
条
項
の
当
該
場
面
で
の
主
張
の
仕
方
を
規
制
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で

31
）

あ
る
。
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三

連
邦
裁
判
所
に
よ
る
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
立
場
の
踏
襲

⑴

連
邦
裁
判
所
は
当
初
、
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
に
よ
る
条
項
無
効
化
法
理
（
独
占
濫
用
理
論
）
と
ド
イ
ツ
民
法
二
四
二
条
に
よ

る
条
項
の
援
用
制
限
法
理
の
二
本
立
て
と
い
う
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い
た
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
立
場
を
踏
襲
す
る
判
決

の
代
表
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
点
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
一
九
五
六
年
三
月
六
日

32
）

判
決
を
紹
介
す
る
。

事
案
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
は
、
コ
コ
ア
粉
末
三
〇
〇
〇
キ
ロ
（
価
額
六
一
五
〇
マ
ル
ク
）
を
ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
西
ベ

ル
リ
ン
（
当
時
）
へ
輸
送
す
る
た
め
、
長
距
離
運
送
業
者
Ｙ
に
こ
れ
を
依
頼
し
た
。
Ｙ
は
、
輸
送
の
た
め
、
Ｂ
の
運
転
す
る
Ａ
会
社
の

ト
ラ
ッ
ク
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｙ
の
事
務
所
の
閉
店
後
に
、
Ｂ
が
商
品
を
受
け
取
る
た
め
に
Ｙ
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
Ｙ

の
従
業
員
Ｃ
が
一
人
で
働
い
て
お
り
、
他
の
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
降
ろ
し
を
し
て
い
た
。
Ｃ
は
、
商
品
証
券
（
Ｙ
の
事
務
所
で
指
導
的
従
業
員

Ｄ
が
準
備
し
た
も
の
）
を
交
付
し
て
ほ
し
い
と
Ｂ
に
述
べ
、
Ｂ
は
こ
れ
に
応
じ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
送
り
状
が
つ
い
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
翌
日
、
す
べ
て
の
商
品
が
占
領
地
区
境
界
線
（
当
時
）
で
押
収
さ
れ
、
後
に
没
収
さ
れ
た
。
運
送
取
扱
保
険
会
社
は
、
没
収

に
よ
る
損
害
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
没
収
で
あ
っ
て
も
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
旨
を
定
め
る
運
送
取
扱
人
保
険
証
書
五
条
六
号
を
援

用
し
て
、
損
害
の
塡
補
を
拒
絶
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
は
、
損
害
賠
償
と
し
て
Ｙ
に
六
一
五
〇
マ
ル
ク
の
支
払
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し

て
Ｙ
は
、
普
通
ド
イ
ツ
運
送
取
扱
人
約
款
（
以
下A

D
S
p

と
表
記
す
る
）
五
四
条
ａ
項
に
基
づ
い
て
、
一
五
〇
〇
マ
ル
ク
へ
の
責
任
制

限
を
主
張

33
）

し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、A

D
S
p

五
四
条
ａ
項
二
号
に
含
ま
れ
る
、
指
導
的
従
業
員
ま
た

は
運
送
人
自
身
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
に
も
関
連
す
る
責
任
制
限
の
法
的
有
効
性
は
、
運
送
取
扱
人
保
険
の
導
入
お
よ
び

｜
｜
運
送
業
の
標
準
的
な
利
益
代
表
者
と
注
文
者
団
体
と
の
共
同
の
交
渉
と
合
意
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
た
｜
｜
一
九
二
七
年
七
月
七

日
お
よ
び
一
九
三
〇
年
七
月
一
日
のA

D
S
p

の
改
正
の
後
に
は
、
か
つ
て
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
運
送
取
扱
人
の
強

力
な
地
位
の
濫
用
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
も
は
や
疑
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
運
送
取
扱
人
ま
た
は
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指
導
的
従
業
員
の
重
過
失
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
運
送
取
扱
人
が
こ
の
責
任
制
限
を
援
用
す
る
こ
と
は
、
良
俗
違
反
で

34
）

あ
る
、
と
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ
が
上
告
し
た
。

連
邦
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
は
原
審
に
賛
成
す
べ
き
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
Ｙ
に
よ
る
責
任
制
限
の
主
張
は
信
義
誠
実
（
ド
イ

ツ
民
法
二
四
二
条
）
に
合
致
し
な
い
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
諸
事
例
の
事
情
に

基
づ
い
て
要
求
さ
れ
る
運
送
品
に
関
す
る
注
意
義
務
が
、
指
導
的
従
業
員
の
側
ま
た
は
運
送
取
扱
人
自
身
に
よ
っ
て
は
な
は
だ
し
い
形

で
違
反
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
ま
で
、
運
送
取
扱
人
がA
D
S
p

五
四
条
ａ
項
の
責
任
制
限
を
援
用
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
商

取
引
に
お
け
る
両
当
事
者
の
利
害
間
の
公
正
な
調
整
と
い
う
要
請
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
商
品
の
送
り
主
は
、
占
領
地
区
間
で
取
引
活

動
を
す
る
運
送
取
扱
人
が
規
則
に
か
な
っ
た
営
業
の
基
本
準
則
に
違
反
せ
ず
に
輸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
発
送
手
続
を
完
了
す
る
こ
と

を
あ
て
に
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
占
領
地
区
間
で
の
取
引
に
つ
い
て
別
の
運
送
取
扱
人
も
し
く
は

連
邦
鉄
道
を
用
い
る
こ
と
や
、
ま
た
は
、A

D
S
p

五
一
条
ｃ
項
に
基
づ
い
て
特
別
な
報
酬
と
引
き
換
え
にA

D
S
p

五
四
条
を
超
え
る

責
任
を
Ｙ
と
合
意
す
る
こ
と
が
、
送
り
主
に
と
っ
て
自
由
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
は
、
説
得
的
で
は
な
い
。
本
件
条
項
の
援
用
が
信
義

誠
実
に
反
す
る
か
と
い
う
問
題
に
と
っ
て
は
、
問
題
と
な
っ
た
運
送
を
Ｘ
が
連
邦
鉄
道
に
も
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
、
し

た
が
っ
て
、
鉄
道
と
貨
物
契
約
を
締
結
す
る
可
能
性
が
Ｘ
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
取
る
に
足
ら
な
い
事
柄
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本

件
輸
送
に
つ
い
て
運
送
取
扱
人
を
用
い
る
こ
と
は
Ｘ
の
自
由
な
意
向
に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
理
由
に
Ｘ
に
不
利
益
を
も

た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
運
送
取
扱
人
は
一
般
的
にA

D
S
p

を
契
約
の
基
礎
と
す
る
の
が
常
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
は
他
の
運

送
取
扱
人
と
別
の
条
件
で
契
約
を
締
結
す
る
可
能
性
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ゆ
え
に
、
Ｙ
は
Ｘ
に
対
し
て
事
実
上
の
独
占

的
地
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
特
別
な
報
酬
と
引
き
換
え
にA

D
S
p

五
四
条
を
超
え
る
責
任
を
Ｙ
と
合
意
す
る
こ
と
は
、
Ｘ
に
期
待

で
き
な
か
っ
た
。
送
り
主
に
こ
の
よ
う
な
費
用
負
担
を
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
耐
え
ら
れ
な
い
仕
方
で
取
引
に
負
担
を
課
す
こ

と
に
な
る
だ

35
）

ろ
う
。
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⑵

本
判
決
に
お
い
て
は
、
原
審
がA

D
S
p

五
四
条
ａ
項
を
良
俗
違
反
と
し
た
の
に
対
し
て
、
信
義
則
に
よ
る
条
項
の
援
用
制
限

へ
と
構
成
し
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
判
決
が
、
良
俗
違
反
に
基
づ
く
条
項
無
効
化
法
理
（
独
占
濫
用
理
論
）
と
信
義
則

に
基
づ
く
条
項
の
援
用
制
限
の
二
本
立
て
と
い
う
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
構
成
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
他

の
代
替
手
段
（
こ
こ
で
は
鉄
道
）
の
利
用
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
独
占
濫
用
が
問
題
で
な
い
以
上
、
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。
な
お
本
判
決
は
最
後
に
、
Ｙ
の
事
実
上
の
独
占
的
地
位
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る
た
め
、
独
占
濫
用
理
論
と
の
相
違
が

や
や
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、A

D
S
p

に
独
占
濫
用
理
論
の
適
用
が
な
い
こ
と
は
、
原
審
も
述
べ
る
よ
う
に
ラ
イ
ヒ
裁
判

所
以
来
確
定
し
て
お
り
、
判
決
全
体
を
整
合
的
に
読
む
な
ら
ば
、
あ
く
ま
で
、
特
別
な
報
酬
と
引
き
換
え
にA

D
S
p

五
四
条
を
超
え

る
責
任
を
合
意
す
る
可
能
性
を
主
張
す
る
見
解
へ
の
反
論
と
し
て
、
信
義
則
判
断
の
枠
組
み
の
中
で
本
件
に
関
す
る
事
情
の
一
つ
と
し

て
述
べ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
ら

36
）

れ
る
。

第
二
節

独
占
濫
用
理
論
に
対
す
る
学
説
の
評
価

以
上
の
よ
う
に
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
お
よ
び
初
期
の
連
邦
裁
判
所
は
、
良
俗
違
反
に
基
づ
く
条
項
無
効
化
法
理
（
独
占
濫
用
理
論
）
と

信
義
則
に
基
づ
く
条
項
の
援
用
制
限
法
理
の
二
本
立
て
で
約
款
条
項
の
規
制
を
行
い
、
連
邦
裁
判
所
も
当
初
は
こ
れ
を
採
用
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
連
邦
裁
判
所
は
、
次
第
に
こ
こ
か
ら
離
れ
て
、
最
終
的
に
信
義
則
に
基
づ
く
条
項
無
効
化
法
理
を
完

成
さ
せ
る
に
至
る
。
本
稿
の
課
題
は
、
そ
の
過
程
を
追
い
、
そ
こ
か
ら
一
定
の
示
唆
を
得
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
本

稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
二
本
立
て
の
規
制
を
行
う
立
場
が
諸
学
説
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か
を
概
観
す
る
。

一

独
占
濫
用
理
論
に
つ
い
て
肯
定
的
な
立
場

こ
こ
で
は
、
独
占
濫
用
理
論
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
代
表
的
な
論
者
と
し
て
、
フ
ォ
ン
・
ブ
ル
ン
の
見
解
を
紹
介

37
）

す
る
。
彼
は
次
の
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よ
う
に
述
べ
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
民
事

38
）

大
部
が
い
う
よ
う
に
、
窮
迫
等
に
乗
じ
る
と
い
う
要
件
が
な
く
て
も
、
給
付
間
の
著
し
い
不
均

衡
が
あ
る
場
合
に
は
、
過
度
の
利
益
を
要
求
す
る
者
の
心
情
が
、
法
律
行
為
の
内
容
、
動
機
お
よ
び
目
的
か
ら
見
て
健
全
な
民
族
感
情

に
反
す
る
よ
う
に
確
定
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
、
そ
の
法
律
行
為
は
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
一
項
に
基
づ
き
良
俗
に
反
す
る
。
無
効
と
い

う
法
律
効
果
は
、
著
し
い
不
均
衡
と
い
う
客
観
的
構
成
要
件
に
の
み
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
搾
取
者
の
主

観
的
構
成
要
件
要
素
に
も
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
一
項
の
適
用
を
正
当
化
す
る
行
態
が

主
観
的
に
存
在
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
が
問
題
と
な
る
。
良
俗
に
反
す
る
行
為
に
基
づ
い
て
利
益
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
汚
名
を
負
い
、
誠
実
な
同
胞
の
軽
蔑
に
さ
ら
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
非
難
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
契
約
か
ら
利
益
を
得
て
い

る
当
事
者
が
実
際
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
行
為
態
様
に
つ
い
て
責
任
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ

う
な
構
成
要
件
が
存
在
す
る
の
は
、
過
度
の
利
益
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
あ
る
者
が
経
済
生
活
に
お
い
て
他
の
者
の
弱
い
状
態
を
故
意

に
利
用
す
る
場
合
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
場
合
、
彼
は
許
さ
れ
ざ
る
利
己
心
を
示
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
彼
の
行
為
は
非
難
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
相
手
方
が
不
利
な
条
項
に
自
己
に
不
利
な
状
態
の
み
か
ら
応
じ
た
と
い
う
認
識
か
ら
、
故
意
ま
た
は
重
過
失
に

よ
る
軽
率
さ
に
よ
っ
て
目
を
閉
ざ
し
た
者
も
、
良
俗
に
反
す
る
。
そ
し
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
が
、
独
占
濫
用
が
存
在
す
る
場
合
に
良
俗

違
反
の
主
観
的
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
し
た
の
は
、
正
当
で
あ
る
。
競
争
が
市
場
に
お
け
る
正
当
な
価
格
の
形
成
に
努
力
す
る
よ
う

に
、
競
争
は
適
正
な
条
項
の
成
立
を
保
証
す
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
量
の
契
約
締
結
を
意
図
す
る
書
式
契
約
は
、
個
別
契
約

以
上
に
、
市
場
お
よ
び
市
場
へ
の
開
示
か
ら
生
ず
る
圧
迫
の
も
と
に
さ
ら
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

右
見
解
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
、
良
俗
違
反
と
い
う
非
難
を
道
徳
的
非
難
と
結
び
付
け
、
そ
こ
か
ら
主
観
的
構
成
要
件
要
素
の
必

要
性
を
引
き
出
す
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ォ
ン
・
ブ
ル
ン
は
、
主
観
的
構
成
要
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
①
過
度
の

利
益
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
あ
る
者
が
経
済
生
活
に
お
い
て
他
の
者
の
弱
い
状
態
を
故
意
に
利
用
す
る
場
合
、
②
相
手
方
が
不
利
な
条

項
に
自
己
に
不
利
な
状
態
の
み
か
ら
応
じ
た
と
い
う
認
識
か
ら
、
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
る
軽
率
さ
に
よ
っ
て
目
を
閉
ざ
し
た
場
合
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を
挙
げ
、
独
占
濫
用
理
論
に
賛
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
普
通
取
引
約
款
に
よ
る
契
約
と
個
別
的
合
意
に
よ
る
契
約
と
を
区
別
せ

ず
、
一
律
に
良
俗
違
反
の
下
で
処
理
す
る
と
い
う
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
と
共
通
す
る
前
提
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

独
占
濫
用
理
論
に
つ
い
て
批
判
的
な
立
場

以
上
に
対
し
て
、
独
占
濫
用
理
論
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

⑴

ま
ず
、
実
際
上
の
問
題
と
し
て
、
独
占
濫
用
要
件
の
判
断
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
顧
客
が
、
彼
に
と
っ
て
圧
迫
と
な
る
約
款
を
適
用
す
る
事
業
者
に
対
し
て
、
独
占
濫
用
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
程
度
に

依
存
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
か
。
顧
客
に
と
っ
て
到
達
可
能
な
外
部
者
の
数
や
質
は
、
独
占
濫
用
の
判
断
に
と
っ
て

重
要
な
の
か
。
い
く
つ
か
の
事
業
者
が
同
一
の
約
款
を
用
い
て
い
る
場
合
に
、
彼
ら
の
間
で
使
用
に
関
す
る
合
意
ま
た
は
義
務
が
存
在

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
な
ど
で

39
）

あ
る
。

ま
た
、
独
占
濫
用
要
件
の
不
明
確
性
に
関
連
し
て
、
ア
ウ
エ
ル
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
独
占
判
例
に
よ
り
、
実
際
に
は
間
接
的
な

契
約
修
正
を
行
っ
た
の
だ
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
た
い
て
い
の
判
例
は
、
独
占
状
態
と
そ
の
濫
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
公
衆
の
利
益

の
侵
害
の
検
討
に
取
り
組
む
こ
と
を
せ
ず
、
事
業
者
が
独
占
的
地
位
を
有
す
る
こ
と
と
不
当
な
条
項
が
そ
れ
ゆ
え
に
無
効
で
あ
る
こ
と

を
確
定
し
て
満
足
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
独
占
濫
用
と
い
う
基
準
は
、
内
容
的
に
不
当
な
標
準
契
約
へ
と
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
の

適
用
領
域
を
拡
張
す
る
た
め
だ
け
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

40
）

、
と
。

⑵

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
普
通
取
引
約
款
に
よ
る
契
約
と
個
別
的
合
意
に
よ
る
契
約
と
を
区
別
せ
ず
、
一
律
に
良
俗
違
反
の
下
で
処

理
し
よ
う
と
し
、
独
占
的
地
位
の
濫
用
と
い
う
要
件
を
定
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
介
入
の
指
標
が
独
占
濫
用
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
重
点
は
、
約
款
の
内
容
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
約
款
の
貫
徹
の
仕
方
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ

41
）

た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
も
批
判
が

強
い
。
ま
ず
、
ム
ロ
ッ
ホ
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
は
出
発
点
か
ら
す
で
に
誤
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
た
し
か
に
、
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経
済
的
に
優
越
的
な
地
位
の
利
用
は
、
不
当
な
取
引
条
件
が
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
独
占
の
存
在
は
そ
の
懲

表
で
は
な
い
。
逆
に
、
独
占
的
地
位
が
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
不
当
な
取
引
条
件
の
使
用
は
可
能
で
あ
り
、
か
つ
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
契
約
内
容
の
問
題
に
比
べ
る
と
、
そ
の
貫
徹
の
仕
方
と
い
う
の
は
あ
ま
り
重
要
で
は

42
）

な
い
、

と
。ま

た
、
ラ
イ
ザ
ー
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
き
た
現
実
に
は
、
真
に
注
意

を
向
け
て
お
れ
ば
も
っ
と
よ
い
条
件
を
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
に
も
関
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
劣
位
に
よ
り
説
得
さ
れ
、
ま
た
は
事
業
者
の

評
判
を
信
頼
し
て
約
款
の
射
程
を
見
極
め
な
か
っ
た
た
め
に
、
顧
客
が
約
款
を
承
認
し
て
し
ま
う
十
分
な
諸
事
例
が
存
在
す
る
。
同
じ

よ
う
に
顧
客
に
不
利
益
を
与
え
る
内
容
の
約
款
が
、
前
者
の
事
例
で
は
良
俗
違
反
で
あ
り
、
後
者
の
事
例
で
は
そ
う
で
な
い
と
す
べ
き

な
の
だ
ろ
う
か
？
顧
客
の
無
関
心
や
法
的
な
無
経
験
を
あ
て
に
し
た
事
業
者
は
、
経
済
力
を
利
用
し
た
事
業
者
よ
り
保
護
に
値
す
る
の

だ
ろ
う
か
？
内
容
的
に
不
当
な
普
通
取
引
約
款
の
普
及
に
よ
っ
て
公
共
の
福
祉
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
そ
こ
に
は
、
事
業
者
の
自
由
の

良
俗
違
反
的
濫
用
が
存
在
す
る
。
そ
の
際
、
事
業
者
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
顧
客
に
こ
の
普
通
取
引
約
款
を
承
認
さ
せ
た
か
は
ど
う
で

も
よ
い
。
独
占
に
対
す
る
闘
争
と
い
う
立
場
は
一
方
的
で
あ
り
、
狭
す
ぎ
る
。
闘
争
は
、
全
体
的
利
益
の
た
め
に
引
か
れ
た
契
約
自
由

の
制
限
か
ら
の
逸
脱
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る

43
）

、
と
。
ラ
イ
ザ
ー
の
見
解
は
、
不
当
な
約
款
条
項
の
設
定
は
、
全
体
経
済
お
よ
び

公
共
の
福
祉
を
危
殆
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
契
約
自
由
の
濫
用
｜
｜
共
同
体
の
価
値
に
矛
盾
す
る
契
約
自
由
の
利
用
｜
｜
で
あ
る
と
い

う
考
え
を
前
提
に
し
て

44
）

お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
批
判
も

45
）

あ
る
。
し
か
し
、
独
占
濫
用
理
論
が
、
不
当
な
取
引
条
件
が
使
用
さ
れ
る
諸

事
例
の
一
部
し
か
捉
え
て
い
な
い
の
だ
と
主
張
す
る
点
で
は
、
他
の
批
判
説
と
主
張
を
共
通
に
し
て
い
る
。

独
占
濫
用
理
論
に
対
し
て
批
判
的
な
学
説
に
は
、
問
題
の
本
質
を
、
個
別
契
約
と
普
通
取
引
約
款
に
よ
る
契
約
の
相
違
に
求
め
る
も

の
が
多
い
。
ま
ず
、
フ
ェ
ー
ル
は
以
下
の
よ
う
に
、
両
者
を
区
別
し
な
い
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
立
場
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
独
占
判
例
は
、
普
通
取
引
約
款
を
基
礎
と
し
て
締
結
さ
れ
た
大
量
契
約
は
個
別
契
約
と
比
較
し
て
特
別
な
問
題
を
有
し
な
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い
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
契
約
法
の
体
系
的
統
一
性
と
い
う
点
で
長
所
を
有
し
た
が
、
他
方
で
重
大
な
短
所
に
も
直
面
し
た
。
す
な

わ
ち
、
独
占
企
業
に
と
っ
て
は
、
そ
の
契
約
内
容
形
成
が
｜
｜
大
量
契
約
か
個
別
契
約
か
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
し
に
｜
｜
司
法
的
規
制

に
服
す
る
た
め
に
、
契
約
自
由
そ
の
も
の
が
制
限
さ
れ
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
排
除
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
経
済
的
に
支
配
的
な
力
の

あ
る
地
位
を
有
す
る
が
、
経
済
的
に
独
占
的
と
は
い
え
な
い
、
独
占
に
近
い
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
規
制
や
契
約
自
由
に

対
す
る
厳
し
い
制
限
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
独
占
判
例
は
、
商
人
よ
り
も
非
商
人
の
方
が
普
通
取
引
約
款
に
対
し
て
明
ら
か
に
保

護
を
要
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
人
と
非
商
人
と
の
区
別
を
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
量
契
約
と
個
別
契
約
を
区
別
せ
ず
に
独
占

的
地
位
を
顧
慮
し
た
た
め
に
、
独
占
判
例
は
、
経
済
的
な
力
の
非
対
等
状
態
の
進
展
に
対
し
て
抵
抗
で
き
な
か
っ
た
。
経
済
的
な
力
の

非
対
等
状
態
は
、
個
別
契
約
よ
り
も
む
し
ろ
、
普
通
取
引
約
款
を
使
用
し
た
大
量
契
約
の
領
域
で
、
と
り
わ
け
、
普
通
取
引
約
款
が
、

経
済
団
体
に
よ
っ
て
、
あ
る
経
済
部
門
全
体
に
つ
い
て
統
一
的
に
設
定
さ
れ
た
場
合
に
促
進
さ
れ
る

46
）

、
と
。

次
に
、
普
通
取
引
約
款
の
一
方
的
設
定
が
有
す
る
問
題
点
に
関
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
指
摘
は
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
普
通
取

引
約
款
と
個
別
契
約
と
の
基
本
的
か
つ
決
定
的
な
相
違
を
相
応
に
顧
慮
す
る
場
合
に
の
み
、
普
通
取
引
約
款
の
内
容
に
関
す
る
限
界
を

公
正
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
観
点
で
は
、
個
別
契
約
と
異
な
っ
て
普
通
取
引
約
款
は
契
約
自
由
の
原
則
を
決
定
的
に
変
更
す

る
と
い
う
事
実
に
、
決
定
的
な
法
的
意
味
が
あ
る
。
普
通
取
引
約
款
は
、
特
定
の
経
済
分
野
に
関
す
る
契
約
活
動
の
一
般
秩
序
を
作
り

出
し
、
部
分
的
に
古
び
て
不
十
分
と
な
っ
た
制
定
法
を
発
展
さ
せ
る
責
務
を
有
す
る
が
、
そ
の
際
、
普
通
取
引
約
款
の
効
力
は
、
交
渉

に
よ
っ
て
排
除
可
能
な
任
意
法
規
以
上
の
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
普
通
取
引
約
款
は
、
こ
の
契
約
活
動
の
一
般
秩
序
に
対
す
る
契

約
相
手
方
の
内
容
形
成
の
自
由
を
な
き
も
の
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
上
の
権
限
は
制
限
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
契
約
活
動
の
一
般
的
規
律
は
両
当
事
者
の
利
害
を
正
当
に
衡
量
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
際
に
、
一
方
的

か
つ
実
質
的
に
正
当
化
さ
れ
な
い
ほ
ど
の
一
方
当
事
者
の
優
遇
や
耐
え
難
く
か
つ
不
当
な
相
手
方
の
負
担
を
惹
起
す
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
要
請
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
般
的
契
約
秩
序
創
出
権
限
の
内
在
的
制
限
は
、
個
別
契
約
の
内
容
形
成
の
場
合
の
制
限
と
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は
原
則
的
に
異
な
っ
て

47
）

い
る
、
と
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ト
ナ
ー
も
、
普
通
取
引
約
款
に
対
し
て
置
か
れ
る
内
容
的
制
限
は
、
良
俗
に
よ
っ
て
引
か
れ
る
外
部
的
限
界
の
は
る

か
手
前
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
普
通
取
引
約
款
に
対
す
る
内
容
規
制
は
、
機
能
化
し
た
契
約
自
由
の
領
域
で
、
自
由

に
締
結
さ
れ
た
個
別
契
約
の
場
合
に
は
有
効
と
み
な
さ
れ
る
が
、
普
通
取
引
約
款
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
非
難
さ
れ
う
る
と

こ
ろ
の
、
良
俗
違
反
で
は
な
い
が
、
一
方
的
で
不
当
で
過
剰
に
有
利
と
さ
れ
る
規
律
の
領
域
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

48
）

、
と
。

⑶

な
お
、
無
効
と
い
う
効
果
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
の
定
め
る
法
律
行
為
の
全
部
無
効
と
い
う
効
果
は
こ
こ
で
は
不

適
当
ま
た
は
少
な
く
と
も
硬
直
的
に
す
ぎ
、
目
的
は
、
許
容
さ
れ
た
制
限
内
に
お
い
て
法
律
行
為
を
保
持
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
批
判
が
あ

49
）

る
が
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
条
項
の
み
の
無
効
と
い
う
効
果
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
捉
え

て
、
ア
ウ
エ
ル
は
、
独
占
判
例
は
間
接
的
契
約
修
正
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
標
準
契
約
の
良
俗
違
反
の
場
合
に
は
常
に

個
々
の
条
項
が
問
題
で
あ
る
の
で
、
法
律
効
果
の
規
律
と
し
て
は
ド
イ
ツ
民
法
一
三
九
条
が
基
準
と
な
る
と
こ
ろ
、
同
条
に
よ
れ
ば
、

一
部
の
良
俗
違
反
の
場
合
で
も
、
無
効
な
一
部
が
な
く
て
も
そ
の
法
律
行
為
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
な
い
限

り
、
法
律
行
為
全
部
の
無
効
が
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
独
占
判
例
は
、
標
準
契
約
を
全
部
無
効
と
せ
ず
、
個
々
の
約
款
条
項
な
い
し
そ

の
良
俗
に
反
す
る
一
部
を
独
立
し
た
も
の
と
み
な
し
、
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
を
そ
こ
だ
け
に
適
用
す
る
。
こ
の
構
成
は
、
契
約
の
一

方
当
事
者
の
た
め
に
す
る
契
約
介
入
の
た
め
に
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
を
適
用
す
る
こ
と
の
帰
結
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
独
占
判

例
が
標
準
契
約
に
対
す
る
間
接
的
修
正
で
あ
る
こ
と
を
指
し
示
し
て

50
）

い
る
、
と
。
し
か
し
こ
の
批
判
に
対
し
て
は
、
全
部
無
効
と
す
れ

ば
、
ま
さ
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
契
約
の
相
手
方
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
個
々
の
条
項
だ
け
が
良
俗
に
違
反

す
る
場
合
に
は
、
こ
の
規
範
の
保
護
目
的
が
す
で
に
、
無
効
を
当
該
条
項
に
だ
け
か
か
ら
し
め
、
契
約
全
体
に
か
か
ら
し
め
な
い
こ
と

を
要
請
す
る
、
と
い
う
反
論
が
可
能
だ
ろ
う
か
ら
、
条
項
の
み
の
無
効
の
問
題
を
も
っ
て
、
独
占
濫
用
理
論
が
決
定
的
な
問
題
を
含
む

と
ま
で
は
い
え
な
い
だ

51
）

ろ
う
。
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三

小

括

独
占
濫
用
理
論
を
支
持
す
る
見
解
は
、
約
款
使
用
者
に
対
す
る
道
徳
的
非
難
を
要
求
し
、
そ
こ
か
ら
主
観
的
構
成
要
件
要
素
の
必
要

性
を
引
き
出
し
た
。
そ
し
て
、
主
観
的
構
成
要
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
①
過
度
の
利
益
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
あ
る
者
が
経

済
生
活
に
お
い
て
他
の
者
の
弱
い
状
態
を
故
意
に
利
用
す
る
場
合
、
②
相
手
方
が
不
利
な
条
項
に
自
己
に
不
利
な
状
態
の
み
か
ら
応
じ

た
と
い
う
認
識
か
ら
、
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
る
軽
率
さ
に
よ
っ
て
目
を
閉
ざ
し
た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
、
独
占
的
地
位
の
濫
用
は
こ

れ
を
満
た
す
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
見
解
は
、
個
別
契
約
と
普
通
取
引
約
款
に
よ
る
契
約
と
を
区
別
せ
ず
、
一
律
に
良
俗
違
反
の
下
で

処
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ル
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
契
約
法
の
体
系
的
統
一
性
の
維
持
と
い
う
長
所
を
有
し
て
お

り
、
学
説
上
の
批
判
も
、
理
論
的
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

独
占
濫
用
理
論
を
批
判
す
る
見
解
の
重
点
は
む
し
ろ
、
独
占
濫
用
理
論
が
、
不
当
な
取
引
条
件
が
使
用
さ
れ
る
諸
事
例
の
一
部
し
か

捉
え
て
い
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
批
判
説
の
多
く
は
、
個
別
契
約
と
普
通
取
引
約
款
に
よ
る
契
約
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
。
す
な

わ
ち
、
独
占
濫
用
理
論
に
理
論
的
な
問
題
点
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
こ
の
理
論
が
、
普

通
取
引
約
款
の
使
用
と
い
う
状
況
に
お
い
て
契
約
相
手
方
の
契
約
内
容
形
成
自
由
が
な
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い

る
点
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
目
で
独
占
濫
用
理
論
を
見
直
す
な
ら
ば
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
独
占
要
件
を
緩
和
し
、
ま
た
、
独
占
濫
用
理
論
に

重
ね
て
、
信
義
則
に
基
づ
く
条
項
の
援
用
制
限
法
理
を
形
成
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ウ
エ
ル
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
そ
の
実
際
の
適
用
に
関

し
て
も
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
独
占
状
態
と
そ
の
濫
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
公
衆
の
利
益
の
侵
害
の
検
討
に
取
り
組
む
こ
と
を
せ
ず
、
事
業

者
が
独
占
的
地
位
を
有
す
る
こ
と
と
不
当
な
条
項
が
そ
れ
ゆ
え
に
無
効
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
て
満
足
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
か
ら
す
れ
ば
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
自
身
も
、
普
通
取
引
約
款
に
お
け
る
不
公
正
条
項
と
い
う
問
題
を
独
占
濫
用
理
論
に
よ
っ
て
捉
え
る

こ
と
の
限
界
を
認
識
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
時
代
に
お
い
て
は
、
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こ
れ
以
上
の
内
容
規
制
法
理
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ひ
と
つ
は
、
学
説
の
百
家
争
鳴

52
）

状
況
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
基
礎
付
け
の
難
し
さ
、
そ
し
て
今
ひ
と
つ
は
、
内
容
規
制
法
理
が
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
立
場
の
長

所
で
も
あ
る
契
約
法
の
体
系
的
統
一
性
を
崩
す
こ
と
に
つ
な
が
り
う
る
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
後
連
邦
裁
判
所

は
、
普
通
取
引
約
款
が
相
手
方
の
服
従
に
よ
っ
て
契
約
内
容
と
な
る
点
を
基
軸
と
し
た
内
容
規
制
法
理
を
完
成
さ
せ
る
が
、
あ
た
か
も

右
の
点
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
こ
の
形
成
過
程
も
ま
た
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
明
瞭
と
は
い
え
な
い
経
緯
を
示
す
の
で
あ

る
。19

）

検
討
す
る
判
例
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
河
上
『
法
理
』
三
一
九
頁
以
下
、L

.
R
a
iser,

D
a
s R

ech
t d
er A

llg
em
ein

en G
esch

a
ftsb

ed
in
g
u
n
g
en
,
1961,

S
. 303

ff.;
G
ra
b
a
,
S
ch
lo
sser /C

o
ester -W

a
ltjen

/G
ra
b
a
,
K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
G
esetz zu

r R
eg
elu

n
g d

es R
ech

ts d
er A

llg
em
ein

en G
esch

a
ftsb

ed
in
g
u
n
g
en
,

1977,
V
o
rb
em
.
zu

9
b
is
11
R
n
. 8
(S
. 188

ff. )

を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
債
務
法
現
代
化
法
以
前
の
条
文
は
、
原
論
文
・
原
判
決
の
ま
ま
挙
げ
た
後
、

（

）
内
に
現
番
号
を
表
記
す
る
。

20
）

R
G
,
U
rt.v

. 11. 2. 1888,
R
G
Z
20, 115.

21
）

L
.
R
a
iser,

a
.a
.O
.
(F
n
. 19),

S
. 303.

大
村
須
賀
男
「
普
通
取
引
約
款
に
お
け
る
内
容
的
限
界
に
つ
い
て
（
一
）」
神
戸
法
学
雑
誌
第
一
四
巻
第
四
号
七
四
五
頁

（
一
九
六
五
年
）、
河
上
『
法
理
』
三
二
〇
頁
。
な
お
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
す
で
に
一
八
八
三
年
六
月
一
六
日
判
決
（R

G
,
U
rt.v

. 16. 6. 1883,
R
G
Z
11, 100

〔
広
範
な
免

責
を
定
め
る
船
荷
証
券
中
の
条
項
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
〕）
に
お
い
て
、
普
通
取
引
約
款
の
内
容
規
制
の
必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
契
約
自
由
に
対
す
る
制
定
法
上

の
制
限
が
欠
け
て
い
る
以
上
、
こ
の
関
連
で
当
該
合
意
の
有
効
性
を
拒
絶
す
る
可
能
性
は
な
い
（S

. 110

）、
と
し
て
い
た
。

22
）

R
G
,
U
rt.v

. 8. 1. 1906,
R
G
Z
62, 264.

23
）

R
G
,
U
rt.v

. 15. 3. 1920,
R
G
Z
99, 107

(110).

運
送
取
扱
人
の
損
害
賠
償
責
任
を
わ
ず
か
な
額
に
制
限
す
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
運
送
取
扱
人
回
状
の
条
項
が
問
題
に

な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
存
在
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
運
送
業
者
が
こ
の
回
状
に
署
名
し
て
い
た
。

24
）

R
G
,
U
rt.v

. 26. 10. 1921,
R
G
Z
103, 82

(84).

自
身
の
過
失
に
よ
る
責
任
を
も
わ
ず
か
な
一
定
限
度
額
に
制
限
す
る
マ
ン
ハ
イ
ム
運
送
取
扱
人
回
状
の
条
項
が
問
題

に
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。

25
）

R
G
,
U
rt.

v
.
8.
11.

1926,
R
G
Z
115, 218

(220).

自
身
の
過
失
に
よ
る
責
任
を
も
わ
ず
か
な
一
定
限
度
額
に
制
限
す
る
ケ
ル
ン
運
送
業
者
団
体
約
款
の
条
項
が
問

題
に
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
な
お
、
ケ
ル
ン
の
運
送
業
者
の
五
分
の
四
が
こ
の
団
体
に
加
盟
し
て
い
た
。V

g
l.
a
u
ch
 
B
G
H
,
U
rt.v

. 13. 3. 1956,
N
JW

1956, 1065

(1066).

26
）

R
G
,
U
rt.v

. 22. 2. 1922,
R
G
Z
104, 98

(101).

時
価
条
項
や
瑕
疵
を
理
由
と
す
る
異
議
の
排
除
な
ど
を
定
め
る
売
主
Ｘ
の
条
項
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
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判
決
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
に
独
立
し
た
状
態
に
あ
る
会
社
で
あ
る
Ｙ
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
家
具
見
本
市
に
お
い
て
売
主
Ｘ
と
出
会
っ
た
。
そ
の

際
、
Ｙ
は
明
白
な
強
制
な
し
に
交
渉
を
し
た
。
Ｙ
は
家
具
を
利
用
す
る
目
的
で
自
由
な
意
思
で
そ
の
取
引
に
お
い
て
取
得
し
た
が
、
Ｘ
と
同
様
に
他
の
出
品
者
と
交
渉
す

る
こ
と
も
で
き
た
。
他
方
、
Ｘ
は
、
当
時
の
経
済
状
況
に
よ
れ
ば
自
己
防
衛
の
た
め
に
不
可
欠
と
評
価
で
き
る
約
款
で
注
文
を
受
け
た
に
す
ぎ
な
い
。
原
則
と
し
て
す
べ

て
の
売
主
が
、
自
由
な
交
渉
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る
す
べ
て
の
売
買
に
お
い
て
、
自
身
の
売
買
約
款
の
設
定
に
関
し
て
完
全
な
自
由
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
疑
問
の

余
地
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
約
款
の
設
定
の
中
に
良
俗
違
反
が
見
出
さ
れ
る
べ
き
と
す
れ
ば
、
暴
利
的
搾
取
や
容
認
で
き
な
い
強
制
の
利
用
、
経
済
的

な
ど

の
よ
う
な
、
そ
れ
に
よ
り
初
め
て
反
良
俗
性
を
基
礎
づ
け
る
ま
っ
た
く
特
別
な
諸
事
情
が
付
け
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。

27
）

R
G
,
U
rt.v

. 19. 3. 1927,
R
G
Z
117, 102

(104).

飛
行
へ
の
参
加
は
乗
客
の
み
の
危
険
に
お
い
て
行
わ
れ
る
旨
や
乗
客
自
身
や
そ
の
荷
物
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を

放
棄
す
る
旨
を
定
め
る
飛
行
船
輸
送
約
款
が
問
題
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
本
判
決
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
航
空
交
通
が
発
展
し
た
後
に
公
衆
が
航
空
業
の

利
用
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
り
、
航
空
運
輸
会
社
が
そ
の
独
占
的
地
位
や
公
衆
の
強
制
状
態
を
利
用
し
て
、
法
が
付
与
し
た
防
御
の
権
利
を
放
棄
す
る
よ
う
乗
客
に
強
い

た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
許
さ
れ
る
限
界
の
外
に
あ
る
。
し
か
し
、〔
事
故
の
お
き
た
〕
一
九
二
五
年
に
は
そ
の
よ
う
な
公
衆
の
強
制
状
態
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

当
時
は
ま
だ
飛
行
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
訴
外
Ａ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
が
軌
道
に
乗
せ
た
定
期
的
な
航
空
交
通
の
樹
立
と
維
持
は
、
ま
だ
初
期
で
あ
り
、
交
通
は
も
っ
ぱ
ら
陸

上
お
よ
び
水
上
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
当
時
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
飛
行
船
航
行
の
危
険
を
、
新
興
産
業
が
乗
客
と
の
合
意
に
よ
り

で
き
る
だ
け
乗
客
に
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
、
良
俗
に
反
す
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
、
と
。

28
）

R
G
,
U
rt.v

. 6. 2. 1932,
R
G
Z
135, 174

(176
f. ).

運
送
取
扱
人
に
対
す
る
す
べ
て
の
請
求
権
は
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
あ
れ
、
三
ヶ
月

の
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
定
め
る
普
通
ド
イ
ツ
運
送
取
扱
人
約
款
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
荷
送
人
Ｘ
は
運
送
取
扱
人
Ｙ
の
故
意
に
よ
る
義
務
違
反
を
主
張
し
て

い
た
。
本
判
決
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
二
五
条
二
文
（
現
在
消
除
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
、
契
約
に
よ
る
消
滅
時
効
の

軽
減
、
と
く
に
消
滅
時
効
期
間
の
短
縮
は
許
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
妥
当
す
る
。
こ
の
原
則
の
、
契
約
上
ま
た
は
契
約
外
の
過
責
に
基
づ
く
請
求
権
へ
の
適
用
可
能
性

は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
お
り
、
故
意
の
過
責
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
の
際
、
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
｜
｜
か
つ
て
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の

判
例
が
繰
り
返
し
取
り
扱
っ
た
ド
イ
ツ
運
送
取
扱
人
協
会
の
普
通
輸
送
約
款
と
は
異
な
り
｜
｜
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
普
通
ド
イ
ツ
運
送
取
扱
人
約
款
は
、
ド
イ
ツ

運
送
取
扱
人
協
会
や
ド
イ
ツ
運
送
業
ラ
イ
ヒ
連
盟
、
ド
イ
ツ
の
標
準
的
な
諸
委
託
者
団
体
の
共
同
の
交
渉
と
合
意
に
基
づ
い
て
成
立
し
、
そ
の
妥
当
を
獲
得
し
た
こ
と
で

あ
る
、
と
。
な
お
現
在
は
、
ド
イ
ツ
民
法
新
二
〇
二
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
消
滅
時
効
は
、
故
意
に
よ
る
責
任
の
場
合
は
、
法
律
行
為
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
軽
減
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

29
）

R
G
,
U
rt.v

. 14. 8. 1941,
R
G
Z
168, 321.

30
）

ド
イ
ツ
民
法
二
七
六
条
二
項
（
現
二
七
六
条
三
項
）

故
意
に
基
づ
く
債
務
者
の
責
任
を
あ
ら
か
じ
め
免
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

31
）

な
お
、
本
判
決
以
前
に
、
信
義
則
に
基
づ
く
「
悪
意
の
抗
弁
」
と
し
て
条
項
の
援
用
を
制
限
し
た
判
決
と
し
て
、R

G
,
U
rt.v

. 30. 11. 1929,
R
G
Z
126, 324

〔
損
害

発
生
の
際
に
は
遅
滞
な
く
曳
き
船
事
業
者
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
賠
償
請
求
が
で
き
な
く
な
る
と
す
る
曳
き
船
約
款
の
条
項
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
〕
も
参
照
。

32
）

B
G
H
,
U
rt.

v
.
6.
3.
1956,

B
G
H
Z
20, 164

=
N
JW

1956, 908.

33
）

な
お
、
Ｙ
は
、
運
送
取
扱
人
保
険
証
書
五
条
六
号
は
後
続
損
害
に
し
か
か
か
わ
ら
な
い
と
し
て
、
運
送
取
扱
人
保
険
に
加
入
し
た
運
送
取
扱
人
は
こ
の
保
険
に
よ
っ
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て
塡
補
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
免
れ
る
旨
を
定
め
るA

D
S
p

四
一
条
ａ
項
を
援
用
し
、
免
責
を
主
張
し
て
い
た
が
、
運
送
取
扱
人
保
険
証
書
五
条
六

号
は
後
続
損
害
に
の
み
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
こ
の
主
張
は
排
斥
さ
れ
て
い
る
。

34
）

第
一
審
が
Ｘ
の
請
求
を
一
五
〇
〇
マ
ル
ク
の
範
囲
で
の
み
認
め
た
の
に
対
し
て
、
原
審
は
、
こ
れ
に
加
え
て
四
六
五
〇
マ
ル
ク
（
合
計
六
一
五
〇
マ
ル
ク
）
を
Ｘ
に

認
め
た
。

35
）

結
論
と
し
て
は
、
指
導
的
従
業
員
Ｄ
に
は
、
①
本
事
件
の
前
年
か
ら
働
き
始
め
た
ば
か
り
の
商
人
と
し
て
の
教
育
が
不
十
分
な
配
管
工
Ｃ
に
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
発

送
手
続
き
を
監
督
な
し
で
行
わ
せ
た
点
（
し
か
も
Ｃ
は
そ
れ
ま
で
発
送
手
続
き
を
単
独
で
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
）、
②
書
類
は
個
別
に
運
転
手
に
交
付
さ
れ
、
運
転

手
と
共
に
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
Ｃ
は
き
ち
ん
と
教
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
送
り
状
が
欠
け
て
い
た
と
い
う
点
で
、
運
転
手
へ
の
商
品
証
券
の
交
付
は
注
意

を
払
っ
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
点
、
③
運
転
手
に
交
付
す
る
書
類
を
Ｃ
の
た
め
に
準
備
す
る
際
、
付
属
書
類
が
全
て
揃
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
再
確
認
し

な
か
っ
た
点
に
、
重
過
失
で
の
注
意
義
務
違
反
が
あ
る
と
し
て
、
Ｙ
の
上
告
は
棄
却
さ
れ
た
。

36
）

後
に
連
邦
裁
判
所
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
九
日
判
決
（B

G
H
Z
38, 183（

185）

〔
第
三
章
参
照
〕）
は
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
判
決
の
支
柱
と
な
る
理
由
付
け
で

は
な
い
と
し
て
い
る
。

37
）

v
.
B
ru
n
n
,
D
ie fo

rm
u
la
rm
a
ssig

en
 
V
ertra

g
sb
ed
in
g
u
n
g
en
 
d
er d

eu
tsch

en
 
W
irtsch

a
ft,

2
A
u
fl.,

1956,
S
. 109

ff.
V
g
l.
a
n
n
a
h
ern

d
 
v
.G
o
d
in
,

K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
H
a
n
d
elsg

esetzb
u
ch
,
B
d
. 3,
2
A
u
fl.,

1963,
346

R
n
.
17
d
(S
. 56

ff. ).

38
）

R
G
,
B
esch

l.
v
. 13. 3. 1936,

R
G
Z
150, 1.

な
お
呈
示
さ
れ
た
問
題
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
給
付
と
反
対
給
付
と
が
著
し
い
不
均
衡
に
あ

る
行
為
の
無
効
は
、
暴
利
（
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
二
項
）
の
す
べ
て
の
要
件
が
存
在
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
給
付
不
均
衡
と
結
び
つ
い
て
、
内
容
・
動
機
・
目
的
の
総

体
か
ら
生
ず
る
全
形
成
内
容
に
基
づ
い
て
、
契
約
を
良
俗
違
反
と
考
え
さ
せ
る
他
の
諸
事
情
が
付
け
加
わ
っ
た
場
合
に
の
み
承
認
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
著

し
い
不
均
衡
の
存
在
が
そ
れ
だ
け
で
、
他
の
諸
事
情
が
付
け
加
わ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
行
為
の
当
事
者
の
物
の
考
え
方
を
顧
慮
す
る
こ
と
も
な
し
に
、
純
粋
に
客
観
的

に
、
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
一
項
に
基
づ
く
無
効
を
生
じ
さ
せ
う
る
の
か
。
こ
れ
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
民
事
大
部
の
回
答
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
給
付
と
反
対
給
付
と
が
互
い
に
著
し
い
不
均
衡
に
あ
る
が
、
暴
利
（
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
二
項
）
の
他
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
存
在
し
な
い
法
律
行
為
は
、
給
付

不
均
衡
以
外
に
、
過
度
の
利
益
を
要
求
す
る
者
の
心
情
が
、
法
律
行
為
の
内
容
、
動
機
お
よ
び
目
的
か
ら
見
て
健
全
な
民
族
感
情
に
反
す
る
よ
う
に
確
定
さ
れ
る
べ
き
場

合
に
、
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
一
項
に
基
づ
き
無
効
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
情
は
、
場
合
に
よ
り
、
不
均
衡
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
他
方
当
事

者
が
不
利
な
条
項
に
自
己
に
不
利
な
状
態
か
ら
応
じ
た
と
い
う
認
識
か
ら
、
一
方
当
事
者
が
悪
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
っ
て
目
を
閉
ざ
し
た
場
合
、
こ
の
こ
と
は
、
給
付

不
均
衡
と
結
び
つ
い
て
、
法
律
行
為
を
無
効
と
し
う
る
。

39
）

L
.
R
a
iser,

a
.a
.O
.
(F
n
. 19),

S
. 285.

40
）

A
u
er,

D
ie rich

terlich
e K

o
rrek

tu
r v

o
n S

ta
n
d
a
rd
v
ertra

g
en
,
1964,

S
. 21.

41
）

L
.
R
a
iser,

a
.a
.O
.
(F
n
. 19),

S
. 283.

42
）

M
ro
ch
,
Z
u
m
 
K
a
m
p
f g
eg
en d

ie u
n
la
u
teren G

esch
a
ftsb

ed
in
g
u
n
g
en
,
1960,

S
. 24

f.

43
）

L
.
R
a
iser,

a
.a
.O
.
(F
n
. 19),

S
. 284.
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44
）

ラ
イ
ザ
ー
は
明
確
に
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
個
々
人
を
独
占
か
ら
保
護
す
る
の
に
対
し
て
、
ラ
イ
ザ
ー
の
見
解
は
権
利
義
務
の
不
当
な
分
配
か
ら
公
衆
を
保
護
し
よ
う

と
す
る
の
で
あ
る
、
と
述
べ
る
（L

.
R
a
iser,

a
.a
.O
.
(F
n
. 19),

S
. 286

）。

45
）

た
と
え
ば
フ
ル
ー
メ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
個
人
主
義
に
対
す
る
論
駁
は
、
こ
の
問
題
に
お
い
て
は
場
違
い
で
あ
る
。
普
通
取
引
約
款
の
制
限
は
、
ま

さ
に
個
人
主
義
的
原
理
を
顧
慮
し
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
共
同
社
会
の
神
秘
的
傾
向
を
顧
慮
し
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
普
通
取
引
約
款
に
お
い
て

は
、
一
方
的
な
規
律
が
問
題
な
の
だ
か
ら
、
普
通
取
引
約
款
を
契
約
に
挿
入
す
る
者
は
、
彼
が
望
む
も
の
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
く
、
彼
に
任
さ
れ
た
規
律

を
「
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
」（
ド
イ
ツ
民
法
三
一
五
条
）
定
め
る
べ
く
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
（F

lu
m
e,
A
llg
em
ein

er T
eil d

es B
u
rg
erlich

en
 

R
ech

ts,
B
d
. 2,

D
a
s R

ech
tsg

esch
a
ft,

4.A
u
fl.,

1992,
S
. 671

）。
さ
ら
に
、
吉
川
吉
衛
「
普
通
取
引
約
款
の
内
容
的
限
界
づ
け
｜
｜
約
款
解
釈
の
こ
ん
に
ち
的
課
題

｜
｜
」
石
田
満
他
編
『
保
険
法
学
の
諸
問
題：

田
辺
康
平
先
生
還
暦
記
念
』
三
二
七
頁
以
下
（
一
九
八
〇
年
）
も
参
照
。

ド
イ
ツ
民
法
三
一
五
条

①

契
約
当
事
者
の
一
方
に
よ
っ
て
給
付
が
確
定
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
疑
わ
し
い
と
き
に
は
、
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
確
定
が
行

わ
れ
る
べ
き
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

②

確
定
は
相
手
方
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
行
う
。

③

確
定
が
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
場
合
に
は
、
確
定
が
公
平
に
合
致
す
る
と
き
に
限
り
、
行
わ
れ
た
確
定
は
相
手
方
を
拘
束
す
る
。
確
定
が
公
平
に

合
致
し
な
い
場
合
に
は
、
判
決
に
よ
っ
て
確
定
を
行
う；

確
定
が
遅
延
す
る
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

46
）

F
eh
l,
S
y
stem

a
tik d

es R
ech

ts d
er A

llg
em
ein

en G
esch

a
ftsb

ed
in
g
u
n
g
en
,
1979,

S
. 62

f.

47
）

F
isch

er,
B
B
1957,

481
(485

f. ).

ラ
ー
レ
ン
ツ
の
次
の
指
摘
も
同
旨
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
決
定
的
な
の
は
、
取
引
約
款
の
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
、
個
別
契
約
の
場
合
に
交
渉
と
両
当
事
者
の
合
意
の
中
に
存
在
し
た
「
正
義
規
制
」
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
取
引
約
款
の
内
容
は
、
そ
れ
が
な
お
公
平
に
合
致

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（L

a
ren

z,
L
eh
rb
u
ch d

es S
ch
u
ld
rech

ts,
B
d
. 1
A
llg
em
ein

er T
eil,

2.A
u
fl.,

1957,
S
. 78

）。

48
）

B
ra
n
d
n
er,

A
cP

162
(1963),

S
. 237

(246
f. ).

49
）

L
.
R
a
iser,

a
.a
.O
.
(F
n
. 19),

S
. 281,

v
g
l.
a
u
ch S

. 320
ff.

50
）

A
u
er,

a
.a
.O
. （
F
n
. 40),

S
. 21

f.

ム
ロ
ッ
ホ
の
次
の
指
摘
も
同
旨
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
条
項
の
み
の
無
効
な
い
し
条
項
の
可
分
な
一
部
の
無
効
と
い
う
法
律

効
果
は
、
結
果
と
し
て
正
当
で
あ
る
が
、
良
俗
違
反
の
条
項
を
良
俗
に
反
す
る
部
分
と
公
平
に
合
致
す
る
本
体
と
に
分
割
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
な
契
約
の
修
正
で
あ

り
、
当
事
者
意
思
の
実
現
で
は
も
は
や
な
い
（M

ro
ch
,
a
.a
.O
.
(F
n
. 42),

S
. 25

）。

51
）

F
eh
l,
a
.a
.O
.
(F
n
. 46),

S
. 57.

52
）

諸
見
解
の
横
断
的
検
討
と
し
て
は
、
大
村
須
賀
男
「
普
通
取
引
約
款
に
お
け
る
内
容
的
限
界
に
つ
い
て
（
一
、
二
）」
神
戸
法
学
雑
誌
一
四
巻
四
号
七
四
〇
頁
、
一

五
巻
一
号
七
九
頁
（
一
九
六
五
年
）、
吉
川
吉
衛
「
普
通
取
引
約
款
の
基
本
理
論
（
２
）
｜
｜
現
代
保
険
約
款
を
一
つ
の
典
型
と
し
て
｜
｜
」
保
険
学
雑
誌
四
八
四
号
一

二
四
頁
以
下
（
一
九
七
九
年
）
が
詳
細
で
あ
る
。

129

ドイツ旧約款規制法制定以前における連邦裁判所の約款規制法理について（1）（原田昌和)


	ドイツ旧約款規制法制定以前における連邦裁判所の約款規制法理について（一）　――内容規制の法理論的基礎の検討に向けて――
	第一章　はじめに
	第二章　独占濫用理論および信義則に基づく条項援用制限法理の形成と展開


